
2221 企業・団体の取組事例 企業・団体の取組事例

同センターの義肢装具士・臼井二美男氏は、個人的な活
動として、約30年前から義足ユーザーを中心とした陸上
チーム「スタートラインTokyo」を主宰。多くの義足ユー
ザーにスポーツの楽しさや体を動かす気持ちよさを伝え
るとともに、国内外の障がい者スポーツ大会に出向き、
障がい者アスリートをサポートしてきた。
障がい者スポーツの裾野を広げたい。そう考えた同セン
ターは、2015年よりカーボン製のスポーツ用義足、通称

板バネの貸し出しや開発で裾野を広げる
「板バネ」の貸し出しをスタート。
多様なアスリートに板バネを貸し、意見を聞くことで、新
たな板バネの開発にもつなげている。 
また、子ども向けにもっと手に入れやすいものをと、ナイ
ロン樹脂製の板バネを開発し、2019年に意匠登録。こ
の板バネは、大人の女性でも使用可能となっており、さ
らなる改良に取り組んでいる。

同センターに通っている1000人にアンケートを実施し
たところ、約30％が「スポーツをしてみたい」「板バネを

理学療法士とともに初心者向け
走行体験会を実施
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スポーツ用義肢を扱い、義手・義足のアスリートを支える公益財団法人鉄道弘済会義
肢装具サポートセンター。障がい者スポーツの門戸を広げようと、スポーツ用義足の
板バネを貸し出すとともに、カーボン製よりも低価格で提供できるナイロン樹脂製の
板バネを開発。さらに出張授業や同センターへの見学受け入れにも力を入れている。
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障がいへの理解を広め、
より多くの義足ユーザーに
スポーツを楽しんでもらうための活動を

展開
履いてみたい」と回答。しかし、実際にスポーツをする
までには至っていなかった。
「スポーツをしない理由の一つに、どこに行けばいいか
分からないという声が少なくなかったのですが、これに
は正直、驚きました。メディアで臼井の活動を取り上げ
ていただく機会が増えているので、ご存じの方も多いの
ではと思っていたのですが、こちらの想定以上に知られ
ていなかったわけです。」と、中野啓史所長。

そこで、2017年より日常用義足を履いている方を対象に、
同センターの屋上で競技用義足を使用した走行体験会
「THE FIRST STEP」をスタート。走行体験会開催時は、
診療所を併設しているため、理学療法士と義肢装具士の
サポートに加え、医師や看護師も駆けつけられる環境に
あり、安心して板バネ体験を楽しめるようにしている。「ほ
んの数カ月前に社会復帰し、歩いたり走ったりしている
方たちを見ると、切断直後の入院患者は、少し先の自分
の姿を思い描け、大きな励みになるようです。」（中野所長）

同センターでは、展示室の見学だけではなく、患者のリ
ハビリの様子を見たり、義足体験も行っている。下肢を
切断してから、義足を履いて歩けるようになるまではも
ちろんのこと、街中を義足で歩くことがいかに大変か、
さらに、障がい者アスリートが、板バネで跳んだり走っ
たりすることがいかにすごいかを実感できる。
また、出張授業も行っており、義足ユーザーも自分たち
と何ら変わらないということを子どもたちに知ってほし
いとの先生方の声を受け、義足の職員が同行している。

“義足ユーザーも自分たちと同じ”
子どもたちが実感できる出張授業

そして、義足体験とともに、義足の職員が下肢切断に至
る経緯を話したり、板バネで走る様子を見せたり、子ど
もたちに断端（切断部）を触ってもらったりしている。
同センターの活動の様子を鉄道弘済会内のイントラネッ
トで発信することで、全国に点在する各事業所間に一
体感が生まれ、帰属意識の醸成にも一役買っている。
出張授業には、次世代育成の意味も込められている。下
肢切断の理由の多くは糖尿病や腫瘍といった病気で、高
齢の方が多く、義足のニーズもそのほとんどが日常用で
あり、スポーツ用義肢のニーズが少ないため、義肢装具
士も増えにくい。全国に約4000人いる義肢装具士のう
ち、スポーツ用義肢に関わっている者はほんの数名で、
明らかに不足しており、 義肢装具士の育成が急務である。
今後も、同センターの取り組みは続く。同様に、企業や
団体、学校でも障がい者スポーツ支援や障がい者理解
への取り組みを続けてほしいと願っている。
「障がいや義足を知ることは障がい者スポーツ支援の第
一歩となり得ます。そのきっかけとして、ぜひご活用いただ
けたらと思います。」と、打越昭宏総務課担当課長は語る。
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新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、例
年実施していた「THE FIRST STEP」や出張授業
等のイベントの再開は未定の状況である。しかし、
毎年開催している「義肢装具サポートセンター施
設公開」のオンライン開催を当センター初の試み
として実施した。今後は、「withコロナ時代」に適
応するため、積極的なオンライン化を推進していく。

コロナ禍における取組・今後の方向性


